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序

本報告書は平成15年度に北久米町において開発工事に伴う事前発掘調査

の成果をまとめたものです。

北久米遺跡 3次調査地が位置する松山平野の南東部には、弥生時代から

古代にかけての遺跡が数多 く分布 しています。当遺跡の周辺においては、

国道 H号バイパス建設に伴 う発掘調査により、弥生時代から古墳時代の

集落の存在がみつか りました。また、北西方には古墳時代を中心 とした大

規模な集落遺跡である福音小学校構内遺跡、南東方には古墳時代から古代

にかけての集落遺跡である北久米浄蓮寺遺跡などがあ り、当地域における

遺跡の全容が明らかになりつつあります。

今回実施された調査では、古墳時代から中世の上坑や溝などの集落関連

遺構や、土師器や須恵器、石器などの遺物を確認 し、記録にとめることが

できました。

このような貴重な成果が得 られましたのも、関係各位の方々の埋蔵文化

財に対する深いご理解 とご協力のたまものであ り、心から感謝申し上げる

次第です。

なお、本書が埋蔵文化財の調査研究の一助とな り、ひいては文化財保護、

教育文化の向上に寄与できることを願ってお ります。

平成 16年 3月 31日

財団法人 松山市生涯学習振興財団

理事長 中 村 時 広

―-1~~



例  言

1.本書は、松山市教育委員会・財団法人松山市生涯学習振興財団埋蔵文化財センターが、平成15

年度に愛媛県農業協同組合連合会から委託を受けて、松山市北久米町754-1、 755-1、 756-1

の各一部で実施した埋蔵文化財発掘調査の報告書である。

2,遺物の実測・製図および遺構の製図は、担当調査員の指導のもと、山邊進也、猪野美喜子、金子

育代、高尾久子、大西陽子、西本三枝、平岡直美、山下満佐子が行った。

3.遺構は呼称を略号で記述した。溝 :SD、 土坑 :SK、 柱穴 :SP、 性格不明遺構 :SXと した。

4.遺構図・遺物図の縮尺は、縮分値をスケール下に記した。

5。 本書に使用した方位はすべて真北である。

6.本書にかかわる遺物・記録類は、松山市立埋蔵文化財センターが保管・収蔵している。

7.本書の執筆は、河野史知が執筆し、梅本謙―の協力を得た。

8.遺物の撮影及び写真図版作成は大西朋子が行つた。

9.編集は河野史知が行つた。

10.製版 写真図版 175線

印刷 オフセット印刷

用紙 本  文  マットカラー 110kg

写真図版  マットカラー 135kg

製本 アジロ綴じ
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第 1章 はじめに

1.調査に至る経緯

2003(平成15)年 7月 28日 、愛媛県農業協同組合連合会より、松山市北久米町754-1・ 755-1
,756-1に おける給油所及び店舗建設にあたり、当該地の埋蔵文化財確認願いが松山市教育委員会

文化財課 (以下、文化財課)に提出された。

当該地は、松山市の指定する埋蔵文化財包蔵地 「No.124北久米遺物包含地」内に所在し、これま

でに周辺では、数多くの発掘調査が実施されており、周知の遺跡地帯として知られている。北西には

弥生時代から古墳時代の集落関連遺構を主体とした筋違遺跡や古墳時代を中心とする大集落跡の福音

小学校構内遺跡、南東には古墳時代から古代までの集落跡を検出した北久米浄蓮寺遺跡などがあり、

当該地周辺は弥生時代から古代にかけての集落地帯であったことが明らかとなつている。

これらのことから、当該地における埋蔵文化財の有無と、さらには遺跡の範囲や性格を確認するた

め、2003(平成15)年 8月 20日 から21日 にかけて文化財課は試掘調査を実施した。その結果、地

表下 100～ 120cmか ら弥生土器・土師器・須恵器片を包含する弥生時代から中世にかけての遺物包

含層を検出し、遺物包含層の下層から土坑状遺構や柱穴を確認した。

これらの結果を受け、当該地における遺跡の取 り扱いについて文化財課の指導のもと、財団法人松

山市生涯学習振興財団埋蔵文化財センター (以下、埋文センター)と 申請者は協議を重ね、開発工事

によって失われる遺跡に対し、記録保存のため発掘調査を実施することとなった。発掘調査は、調査

地及び周辺地域における古墳時代から中世までの集落の広がりや集落構造解明を主目的とし、埋文セ

ンターが主体となり、申請者の協力のもと2003(平成15)年 11月 4日 に開始した。

2.調査・千町子組織 (平成16年 3月 31日現在)

松 山 市 教 育 委 員 会 教  育  長

事  務  局 局   長

文  化  財  課

財団法人松山市生涯学習振興財団

埋蔵文化財センター

事 務 局 長

事 務 局 次 長

所      長

専門監兼学芸係長

次 長 兼 調 査 係 長

副主幹兼管理係長

調   査   員

企

企

課

主

副

副

理

画

画

主

主

事

矢

井

藤

丸

木

久

城

松

村

宅

官

官

長

幹

幹

幹

長

中

武
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石
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家
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第 2章 遺跡の概要

1.遺跡の立地

松山平野は、愛媛県のほば中央部に位置し、伊予灘と斎灘に面し、南東部には石鎚山系、北部には

高縄山系が聟える。平野は、高縄山に源を発した河川により形成された沖積平野である。この平野南

東部において西流する小野川、その下流に分離独立丘陵 「東山」力可ある。小野川を挟んだ東側対岸に

星岡丘陵、南側対岸には天山丘陵が所在し、この3つの丘陵を俗に 「伊予三山」と呼んでいる。この

丘陵群に至る微高地の南西端に当遺跡は立地している。弥生時代より居住地及び耕作地として栄えて

きたところである。東には古代の遺跡として知られる来住・久米の遺跡群がある。

地

地

地

び,E濫原

・河原

(埋立地 )

北久米

第 1図 松山平野の地形分類図
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歴史的環境

2.歴史的環境 傷2図 )

当遺跡周辺には、数多 くの遺跡が立地している。以下、これらの遺跡について時代別に記述する。

旧石器時代

東山蔦が森古墳の調査よリサヌカイ ト製のナイフ形石器 1点、天山天王が森遺跡より瑠璃質安山岩

製のナイフ形石器 1点、釜ノロ遺跡よリチャー ト製のナイフ形石器 1点 と尖頭器 1点が出上している。

いずれも遺構にともなつたものでない。

縄文時代

縄文時代は、この地域では後・晩期に限られ、来住台地上に立地する久米窪田森元遺跡の上娘より

縄文後期の上器片が多数出上しており、数少ないこの時期の一括資料として貴重なものである。

晩期の資料には、南久米片廻 り遺跡 2次調査地から出土した上器群があげられる。朱塗 りの壺と刻

目凸帯を有する深鉢が出上している。

弥生時代

来住台地及びその周辺地域では、集落として弥生時代の人々の痕跡を認めることができる。久米窪

田Ⅲ遺跡では、中期の竪穴式住居址ゃ土娠墓などが検出されている。また、来住廃寺 15次調査より

良好な一括資料が出上している。後期では福音小学校構内遺跡から、壼棺、清、区画溝、土器溜 りが

検出されており、集落の様相が明らかとなつてきている。

古墳時代

星岡、東山をはじめとする独立丘陵には、 6世紀から7世紀中葉にいたる円墳を中心とする小規模

な古墳が多数分布する群集墳地帯である。集落跡は福音寺地区から北久米浄連寺地区全体の広域に認

められる。福音小学校構内遺跡では竪穴式住居址と据立柱建物址が100棟あまり検出されている。北

久米浄蓮寺遺閉 3次調査においては初期須恵器の庭が出上したのをはじめとして、 5世紀前半から7

世紀中葉にいたる竪穴式住居址や掘立柱建物、区画溝が検出されている。また、両遺跡の南に隣接す

る国道H号線の建設に先だって行われた調査においては、福音寺遺跡筋違地区、星岡遺跡北下地区

をはじめとして、古墳時代の遺構・遺物が多く出上している。

古代

国指定史跡として知られる来住廃寺をはじめとして、官衡関連遺構を多数検出している久米高畑遺

跡があり、久米高畑遺跡は調査事例が50次 を越え、寺院 。官衛施設の構造も次第に解明されつつあ

る。

北久米浄蓮寺遺跡3次調査では、土坑や区画性をもつ澪が検出されている。

中～近世

来住廃寺 15次調査において確認された土墳墓には17世紀前半の肥前系陶器が副葬されていた。天

山と星岡等の独立丘陵は南北朝の音、南朝が北朝を迎え戦った古戦場跡である。
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遺跡の概要
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第 3章 調査の概要

1-.調査の経過

北久1米遺跡3次調査地の調査地、調査面積等は以下の通りである.。

調 査1地   松山市北久米町754-1、 755-1、 756,1の各一部

調査期間   2003(平成15)年 11月 4日
―
～同年 12月 25日

1調査面積   2,806m2-の うち443.83∬

調査委託   愛媛県農業協同組合連合会

発掘調査は平成15年 H月 4日か―ら開始した。

平成15年 11月 4日、人員を配して 1・ 2区の壁 `床面の情査を1開始.する.。 11月 心日、1・ 2区の

遺構検出状況の写真撮影を行い,遺構の掘り下げヽ測量を繭始する.。 11月 7日、2区 |の遺構完掘状
―

1況の
i写

真撮影を行い2区の調査を終了する。11月 12日、 1区の遺構完掘状況の写真撮影を行い1区―

の調査を終了する。11月113日、3区の壁■床面|の精査を開始する。11月
.181日

、S区の遺構検出状況

の写真撮影を行いャ遺構の機

'下

げや測量を開始する。12月 19日、3区の1遺構の掘り下げ測量を終

了する。12月 22日、1重機にて4・ 5区を掘常Jする。壁・床面の結査を行い、遺構検出状況の写真撮
―

1影を行い、遺構の掘り下
―
げ `測量を開始するこ12月 24日 、4・ 5区の遺構の堀り下げ・測量を終了

する。12月 25日 、 1,3。 4・ 5区の全体清掃を行い、還構完掘状況の写真撮影を行う.。 発揺機材

本目にて野外調査を終了する。朧
①

Ａ

下
Ｂ
二

Ｃ

一
Ｄ

一
Ｅ

一
Ｆ

一
Ｇ

3141516171319110111
1第4図 調査地区割図

0           20中
|

(S‐ 1,700)
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調査の概要

2。 層 位 傷5～ 7図 )

調査地は松山平野南東部、微高地上の標高約31mに立地し、調査以前は造成地であった。基本層

序は、第 I層灰色砂質上、第 H層褐灰色土～暗灰黄色土、第Ⅲ層褐灰色土～明褐色土、第Ⅳ層灰褐色

土～黒色土、第V層黄色土である。なお、旧地形は北東より南西に緩傾斜している。

第 I層 現代の造成上で、厚 さ41～ 118cmの堆積を測る。

第 ‖層一a  旧耕作上で、厚さ2～29cmを測る。

b  旧耕作上下の床上で、ほぼ全域に厚さ 1～ 9cmの堆積を測る。

第Ⅲ層―a  旧々耕作土で、厚さ4～ 16cmの堆積を測る。

b  旧々耕作土下の床上で、厚さ 1～ 7cmの堆積を測る。

第Ⅳ層一a  3区 全域に堆積 し、中世の遺物を包含する。厚さ2～55cmを測る。

b  3区 北側を除くほぼ全域に堆積し、古墳時代の上師器・須恵器を包含する。厚さ2～

48cmの堆積を測る。

c  4区 の北側のみに堆積 し、弥生土器を包合する。厚さ4～34cmを測る。

第 V層    地山であり、この層の上面において遺構を検出した。

N― S H3130m

1区・東壁

I   灰色砂質土

Ⅱ一a 帽灰色土

―b 暗灰黄色土

Ⅲ一a 褐灰色土

一b 明褐色土

Ⅳ―a 灰褐色土

―b 黒褐色土

―c 黒色土

V   黄色土

(N-5/0)

(10YR-4/1)

(2 5YR-5/2)

(10YR-5/1)

(7.5YR-5/8)

,謙 霧 |}□
(25Y-3/8)

0                 2m

(S=1 :50)

第5図  1区東壁・2区南壁土層図

H3130m

2区・南壁
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N― S I一 b Ⅱ一 b Ⅱ―aと エーbが混|じる コーO  V― a 日 31,30m

Ⅱ―aと Ⅱ―bが混じる Π一b コーaと Ⅱ一bが混―じる Ⅱ一b

的一ｆ
I― b

東壁

Ⅳ一a Ⅱ一aと Ⅲ―bが混じる

西壁 I   灰ヨ砂質土

Hia 褐灰色土

―b 贈灰黄色土

Ш一a 褐灰ヨ土

―b 朗掲色土

V一 a 灰褐色土

一b 黒褐色土

―c 黒色土

V   黄色土

(N-5/0)

(10YR-4/1)
(2.5VR‐ 5/2)

(10YR-5/1)

(7.5YR‐ 5/3)

と繋朝}鰯
(2.5Y‐ 8/8)

0                2m

(S=1:50)
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第6図 3区東壁・西壁上層図



N一 S 互―b Ⅱ一aと Ⅱ――bを 混`じる H.31.30.m

4区東壁

Ⅳ一a(褐色が強い) Ⅱ―b   V― b(灰色が強い) Ill一 b H31,30m

5区西壁

I   灰色砂質■

■―a 褐灰色土
―b 暗灰黄色土

Ш―a 褐灰色土
-0 閉褐色土

V― a 灰掲色土

―● 黒禍1色土
―c 黒色土

V   黄色土

(N‐ 570)

(10YR-4/1)

(2.5YR■ 5/2)

(10YR‐ 5ノ 1)

(7 15YR―.5/9)

与誰〕鞘u
(2.5V‐ 3′ 8)

2m
ll:―
―――   『――

~~F   

「
~~~~   

「   「
~~~~=r~~=-1ドーー   「――   「F~~~~~―

―――‐――――――――――-1

(S=1:50)
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第7図 4区東壁・ 5区西壁土層図



◎   9

0@             °

イ現代坑|  

｀
テ`てくi((SK9 o  期急

4埓3) ;が二]

ο
⑫

  。
整当

る
。   。

現代坑 テ
イ
  //   SK8

SP2

下
笠:〔

aC

2区

5区

4区

0                             10m

854 6

G

|

5区西壁土層図

A

B

C

D

1区

SP5

SD6

-13-

第7図 4区東壁・

(S=1 :150)
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遺構 と遺物

3.遺構と遺物

本調査では、古墳時代・中世の遺構や遺物を検出した。遺構には、土坑 15基、浦 8条、柱穴69基、

倒木痕 2基、性格不明遺構 3基がある。遺物は、弥生土器・須恵器・土師器・瓦器・石器が出上した。

〔1〕 1区の 調 査

第V層上面にて柱穴 12基、倒木痕 1基を検 出した。

(1)古墳時代

1)柱穴

SPl(第 9図 )

調査区北東部のA・ 8区に位置する。平面形態は不整精円形

で断面形態は皿状を呈する。規模は東西0.89m、 南北0.72m、

深さ6cmを測る。埋土は黒褐色上である。遺物は土師器の小
N― S   l  蜘

片が僅かに出土する。

時期 :時期決定しうる遺物が乏しく、埋土から古墳時代としか

判 らない。

(2)時 代 不 詳

1)倒木痕

倒木 1

調査区東側のA・ 8区に位置し、東側は調査区外に延びるため全容は不明であるが、平面形態は不

整楕円形を呈するものと推測する。断面形態は深鉢状を呈する。埋土は外側が暗褐色土～黒褐色上、

内側が黒色粘質土となる。遺物の出土はない。

〔2〕 2区の調査

第V層上面にて柱穴 1基 と浅い掘 り込み 1基検出した。

(1)古 墳 時代

1)柱穴

SP2

調査区西側のA・ 1区に位置し、南西部は調査区外に延びる。平面形態は楕円形、断面形態は皿状

を呈する。規模は東西0.38m、 南北0.47m、 深さ8cmを測る。埋土は黒褐色土である。遺物は土師

器の小片が僅かに出土する。

時期 :時期決定しうる遺物が乏しく、埋土から古墳時代としか判らない。

第 iV層出土遺物 (第 10図 )

1は醒の胴部である。上胴部に凹線が 1条巡る。

1 黒褐色土

0        1m

(S=1:40)

第 9図  SPl測 量図

台
｀

1ヽ

0               10cm

(S=1:3)
第10図 第Ⅳ層出土遺物実測図
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調査の概要

〔3〕 3区の調査
第V層上面にて上坑15基、溝4条、柱穴53基、倒木痕 1基、性格不明遺構3基を検出した。

(1)古墳時代

1)土坑

SK2(第 H図 )

調査区北側のA～ B。 5～ 6区に位置し、SKl・ 5に切られる。東側が調査区外に延びるため全

容は不明であるが、平面形態は不整楕円形を呈するものと推測する。断面形態は皿状を呈し、基底面

は平坦である。規模は東西2.9m以上、南北3.68m、 深さ13cmを測る。埋土は黒色上である。遺物

は土師器・須恵器片が出土する。

H3000m

Ｅ
Ｏ
Ｏ
．〇
∞
．
笙

1.黒色土
2.灰褐色土
3.黄褐色土
4.褐灰色土

0 lm

(S=1:40)

第11図  SK2測 量図・出土遺物実測図

立

(S=1:3)

・‐`
F4
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出土遺物 (第 11図 )

2・ 8は甕の日縁部である。 2は 「く」字

状の口縁部。 3は外反する日縁部に端面は平

らな面をなす。4はイ蓋である。丸みをもつ

天丼部と口縁部の境に稜をもち、口縁部は垂

下する。 5。 6は郷身である。 5は受部に凹

みをもち、日縁端部に段を有する。 6は受部

がやや凹み、立ち上が りは内傾する。

時期 :出上した遺物の特徴から6世紀初頭 と

する。

SK3(第 12図 )

調査区北側の B。 4～ 5区に位置する。S

X2を切 り、 SK5。 現代坑に切られ、全容

は不明であるが、平面形態は楕円形を呈する

ものと推測する。断面形態は皿状を呈 し、基

底面はほぼ平坦である。規模は東西3.72m

以上、南北 1,92m以上、深さ12cmを 測る。

埋土は黒色上である。遺物は土師器・須恵器

片が僅かに出土する。

出土遺物 (第 12図、図版 12)

7は邪蓋である。天丼部と口縁部の境に緩

やかな稜をなす。 8は邦身である。外上方に

のびる受部に、内傾する立ち上が りをもつ。

時期 :出土 した遺物の特徴から6世紀中頃と

する。

SK5(第 13図 )

調査区北側のB・ 5区 に位置し、SK2・

3を切 り、SKlに 切られる。平面形態は精

円形、断面形態は皿状を呈し、基底面はほぼ

平坦である。規模は東西 1.05m、 南北0,79

m、 深 さ7cmを 預1る 。埋土は黒褐色上であ

る。遺物は土師器の小片が僅かに出土する。

時期 :時期決定しうる遺物が乏しく、古墳時

代としか判らない。

第12図  SK3測 量図・出土遺物実測図

①  SK

NW― SE  2 2 H29,90m

西壁
H3000m

黒色土
反黄掲色土

7
0              10cm

(S=1:3)

0         1m

(S=1:40)

遺構 と遺物

N一 S
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黒褐色土
黒褐色土に黄色の斑紋が混じる
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調査の概要

SK6(第 14図 )

調査区北側の B～ C・ 5～ 6区に位置 し、西側を SX

2に切 られたため全容は不明であるが、平面形態は精 円

形を呈するものと推測する。断面形態はレンズ状を呈 し、

基底面はほば平坦である。規模は東西 1,05m以上、南

北1.45m、 深さ16cmを 預Iる 。埋土は黒色上である。遺

物は須恵器片が僅かに出土する。

出土遺物 (第 14図 )

9は邪蓋である。平らな天丼部は、日縁部との境に稜

をもち、日縁部は垂下する。

時期 :出上した遺物の特徴から6世紀前半とする。

SK8(第 15図 )

調査区南側の F・ 5区に位置し、 S Kllに 切られる。

平面形態は隅丸方形を呈するものと推測する。断面形態

は皿状を呈 し、基底面は平坦である。規模は東西2.80

m以上、南北3.62m、 深さ12cmを 測る。埋土は黒褐色

上である。遺物は土師器・須恵器の小片が僅かに出土する。

時期 :出上 した遺物が小片であり、埋土から古墳時代

としか判らない。

2  SX2 H2990m

１

２

３

黒色土
1層と黄色上が混じる
1層と灰褐色上が混じる

0        1m

(S=1:40)

コ HL喝

、 9

0            10cm

(S=1:3)

第 14図  SK6測 量図・出土遺物実測図

:|

H2980m

1 黒褐色土

第 15図  SK8測 量図
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遺構と遺物

SK9(第 16図 )

調査区中央部のC～ D。 4～ 5区に位置し、 SX2の 床面にて検出する。平面形態は隅丸方形、断

面形態は皿状を呈し、基底面は平坦である。規模は東西3.5m、 南北3.Om、 深さ17cmを 測る。埋土

は黒褐色上である。遺物は土師器・須恵器片が出土する。

出土遺物 (第 16図、図版 12)

10は郵身である。外方にのびる受部に、立ち上が りは内傾する。11は 高邦の脚裾部で、台形状に

肥厚される。 12は甕である。日縁部外面に2条の凹線とその上に波状文が 2段施される。

時期 :出上した遺物の特徴から6世紀中頃とする。
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Ш

Ｚ

Ｉ

≫
デ
∽

NW一 SE H2950m

0         1m

(S=1:40)1 黒褐色土
2 灰褐色土

第 16図  SK9測 量図・出土遺物実測図

0             10cm

(S=1:3)
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調査の概要

S K12(第 17図 )

調査区南側のE～ F。 4～ 5区に位置

し、 S K10。 現代坑に切 られ全容は不

明であるが、平面形態は不整楕円形を呈

するものと推測する。断面形態は逆台形

状を呈し、基底面は緩やかに凹む。規模

は東西3.56m、 南北 1.64m以上、深さ

34cmを 測る。埋土は黒色上である。遺

物は土師器の甑、須恵器の邦蓋・lTh身片

が出土する。

出土這物 (第 17,18図 、図版 12)

13・ 14は甕である。 13は 「く」字状

の口縁部の外面上部に不揃いな刺突文が

施 される。 14は外傾する日縁部の端部

は丸 くおさまる。 15は 甑の把手で、外

方向にのびる。 16は 郵蓋である。やや

丸みをもつ天丼部 と境に稜をもち、日縁

部は垂下する。 17～ 201まイ身である。

17は受部は外上方にのび、日縁端部に

段を有する。 18は 口縁端部内面に沈線

が巡る。 19は 日縁端部は内傾する面を

なす。20は 内面の底部にヘラ記号状の

線がみられる。

時期 :出土した遺物の特徴から6世紀前

半 とする。

「こ三三三二三三三]二三三二三二I::iイ'14

H2970m

1 黒色土

0        1m

(S=1140)

第 17図  S K12測量図・出土遺物実測図(1)

0            10cm

(S=1:3)

H2970m
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遺構 と遺物

倒
~〉

17

第 18図 S

0            10cm

(S=1:3)

K12出土遺物実測図(2)

2)溝

SDl(第 19図 )

調査区中央部東壁のC'6区 から東西方向に直線的に延び、 C・ 4区にて屈曲すると同時に、北方

向に分岐する。さらにD,3区 ～E・ 4区間は南北方向に直線的に延び、 E・ 4区で東西方向に屈曲

し、湾由しながら調査区外に延びる。D。 3～ 4区とE・ 3～ 4区の2ヶ 所では溝の内側に中段の張

り出しをもつ。断面形態は逆台形状を呈する。規模は検出長22.4m、 上場幅0,37～ 1.65m、 深さ7

～42cmを 測る。溝床は北東から南西に21,7cmの比高差を測る。埋土は黒褐色土の単一層の堆積で

ある。遺物は基底面より浮いた状態で、土師器の高野、須恵器の郷蓋・不身・甕・庭が出土する。

出土遺物 (第 19図、図版 12)

21・ 22は郷蓋である。211ま 天丼部につまみを有し、日縁部内側のかえりが接地する。22は低く平

らな天丼部に、日縁部端内側のかえりが接地する。23,24は邦身である。23は外上方にのびる受部

は凹む。24は 外上方にのびる受部は緩やかに凹み、立ち上が りは内傾する。25は高不で、外傾して

下カユる脚部。26は甦である。上胴部に円孔がみられ、肩部に凹線が 1条巡る。27は 甕の日縁部であ

る。緩やかに外反する頸部に大きく外反する口縁部をもつ。

時期 :出上 した遺物の特徴から7世紀前半とする。

-21-



犠

苺

牝

調査の概要

塩

1 黒褐色土 (粘性がある)

2 黒褐色土 (黒色が強い)

3,黒褐色土 (粘性が強い)

4 灰褐色土 (少 し粘性がある)

ｇ
印
割

端
牌

塾
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~気

26

プ

Υ彩
N― S    H 29 80m _

孝

0            10cm

第 19図  SDl測 量図・出土遺物実測図    (S=1:3)

~サ
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SD2(第 20図 )

調査 区中央部東側か ら西側のD。 3～ 6区に位

置 し、 SDl・ 3に切 られ、両端は調査 区外 に延

びる。主軸は東西方向を指向し、断面形態は皿状

を呈する。検出長 15。 75m、 上場幅0.37～ 0.75

m、 深 さ2～21cmを 測る。溝床は東か ら西 に

16.8cmの比高差を測る。埋土は黒褐色上の単一

層の堆積である。遺物は土師器の高lTh、 須恵器の

高郷が僅かに出土する。

出土遺物 (第20図 )

28。 29は 高邦である。28の脚部内面にケズ リ

がみられる。29イよ脚部に3方向の透か しと、外

面にカキロ調整が施される。

時期 :出上 した遺物の特徴から7～ 8世紀代 とす

る。

0            10cm

(S=1:3)

遺構 と遺物

SD2測 量図・出土遺物実測図

N一 S l  H 30 00m

与

・　
身
朗可翔仰脚Ｍ仰半醒

N一 S   l  吐避000m

上

1.黒褐色土

0          2m

(S=1 :80)

N一 S    l  H 30 00m

_k_

第20図
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調査の概要

SD4(第 21図 )

調査区南側の F・ 4区に位置 し、東側は現代坑に

切 られ、西側は調査区外に延びる。主軸は東西方向

を指向し、断面形態はレンズ状を呈する。検出長

0.76m、 上場幅0.26～ 0.32m、 深さ4～ 7cmを

沢Iる 。埋土は黒褐色上の単一層の堆積である。遺物

は土師器の小片が僅かに出土する。

時期 :時期決定しうる遺物に乏しく、埋土から古墳

時代 としか判らない。

(2)古 代

1)土坑

S K10(第 22図 )

調査区南側のE,4区 に位置し、 S K12を 切る。

平面形態は隅丸方形、断面形態は皿状を呈し、基底

面はほぼ平坦で、規模は東西0.85m、 南北0.48m、

深さ15cmを測る。埋土は暗褐色上である。遺物は

土師器・須恵器の小片が僅かに出土する。

出土遺物 (第 22図、図版 12)

30は lThで ある。円盤高台の底部に回転糸切 り痕

がみられる。

時期 :出土した遺物の特徴から古代末とする。

(3)中 世

1)土坑

SKl(第 23図 )

調査区北側の B・ 5区に位置し、 SK2・ 5を切

る。平面形態は楕円形、断面形態は皿状を呈し、基

底面はほぼ平坦である。規模は東西 1.15m、 南北

1.53m、 深さH cmを 測る。埋土はオリーブ褐色土

である。遺物は土師器・須恵器の小片が僅かに出土

する。

出土遺物 (第 24図、図版 12)

31は邪である。内湾気味に立ち上が り、口縁端

部は丸 くおさまる。32は土釜の口縁部である。内

湾する日縁部に下膨れの断面三角形状の貼付凸帯が

巡る。

時期 :出上 した遺物の特徴から7～8世紀 とする。

N― S     H 29 70m

― -1 黒褐色土

第21図  SD4測 量図

H2980m

-1

0           10cm

(S=113)

第22図  S K10測量図・出土遺物実測図
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第23図  SKl測 量図
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遺構 と遺物

第24図  SKl出 土遺物実測図

SK4 (第 25図 )

調査区北側の A・ 6区に位置 し、東・北側は調

査区外に延びるため全容は不明であるが、平面形

態は方形 を呈す るものと推測する。断面形態は皿

状を呈 し、基底面 はほぼ平坦である。規模は東西

0.8m以上、南北2.34m以上、深さ8cmを 測る。

埋土 は灰褐色上である。遺物は土師器の小片が僅

かに出土する。

時期 :時期決定 しうる遺物が乏しく、埋土から中

世としか判らない。

SK7 (第 26図 )

調査区北側のC・ 5区に位置し、SX2の 床面

にて検出する。平面形態は楕円形、断面形態はレ

ンズ状を呈 し、基底面はほぼ平坦である。規模は

東西 1.36m、 南北 1.43m、 深さ10cmを測る。

埋土は暗褐色上である。遺物は土師器の小片が僅

かに出土する。

時期 :出土した遺物が小片であり、中世としか判

らない。

第25図  SK4測 量図

H2960m

1 暗褐色土
0          1m

(S=1 :40)

第26図  SK7測 量図
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S Kll(第 27図 )

調査区南側の E～ F・ 5区 に位

置 し、現代坑に切 られる。平面形

態は不整楕円形、断面形態は皿状

を呈 し、基底面はほぼ平坦である。

規 模 は東西 1,95m以上 、 南 北

4.88m、 深さ22cmを測 る。埋土

は黒褐色上である。遺物は土師器

のlTk身 ・釜、須恵器のこね鉢片が

出土する。

出土遣物 (第27・ 28図、図版 13)

33・ 34は lThで ある。 ともに平

底 の底部か ら外傾 して立 ち上 が

る。 34は底部 に回転糸切 り痕 が

残 る。 35は皿である。平底 に回

転糸切 り痕が残 る。361ま鉢 の底

部である。平底の底部に回転糸切

り痕が残 る。37～ 39は土釜であ

る。 37は 内傾す る口縁部 に断面

三 角 形 状 の 貼 付 凸 帯 が 巡 る 。

38,39は 断面形状が円形 の脚部

で あ る。40は こね鉢で、外傾す

る日縁部の端部は上方にややのび

る。東播系。4Hよ鍵で ある。先

端部が「レ」字形に屈曲してお り、

断面長方形 の茎部 は欠 失 して い

る。

時期 :出 土 した遺物 の特徴 か ら

13～ 14世紀とする。

調査の概要

W― E

第27図  S Kll測量図・出土遺物実測図(1)

1 黒褐色土

Ｅ
ｏ
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③
製

〓

H2970m

0          1m

(S=1 :40)

(S=1:3)
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遺構 と遺物

ゝ 37

穏
憔
俯
郷
①

10cm

(S=113)

39

0       4cm

―

(S=1:2)

S K13(第 29図 )

調査区中央部のE,4区 に位置し、柱穴を切る。

平面形態は楕円形、断面形態は逆台形状を呈 し、

基底面は平坦である。規模は長軸 1.77m、 短軸

1.50m、 深さ21cmを測る。埋土は灰褐色上であ

る。遺物は土師器の邦・皿が出土する。

出土遺物 (第30図 )

42～45は郷である。42は平底の底部から内湾

気 味に立ち上が り、日縁端部は丸 くおさまる。

43は 口縁端部がやや内湾する。44は 口縁端部が

尖 り気味である。45は平底の底部内面にミガキ

調整が施される。

時期 :出上 した遺物の特徴から13～ 14世紀 とす

る。

第28図  S Kll出土遺物実測図(2)

NW一 SE H.2970m

0           1m

(S=1 :40)

第29図  S K13測量図
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＼            互5

第30図  S K13出土遺物実測図

S K14(第 31図 )

調査区西側のD・ 3区 に位置し、 SDlを 切る。

平面形態は楕円形、断面形態は皿状を呈し、基底面

はほぼ平坦である。規模は長軸1.32m、 短軸0。 7m、

深さ7cmを測る。埋土は灰褐色土である。遺物は

ない。

時期 :時期決定 しうる遺物に乏しく、埋土から中世

としか判らない。

調査の概要

S K15(第 32図 )

調査区東側のD。 5区 に位置し、 SX2を 切る。

平面形態は長方形、断面形態は皿状を呈し、基底面

は平坦である。規模は長軸 1.9m、 短軸0.98m、 深

さ20cmを測る。埋土は灰褐色上である。

遺物はない。

時期 :時期決定しうる遺物に乏しく、埋土から中世

としか半Jら ない。

0           10cm

(S=1:3)

1 灰褐色土

0          1m

(S=1 :40)

第31図  S K14測量図

N― S    2 3  H2980m

下理 法
~

灰掲色土
1層 に5mm大の黄色の斑紋が混じる

(明 灰色を帯びる)

1層 と黄色上が混じる

O         ηm

(S=1:40)

第 32図  S K15測 :曇図

NW― SE     l    H 29 80m

１

２

　

３
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遺構と遺物

SD3(第 33図 )

調査区西側のC～ E・ 3区に位置し、SD2を 切る。主軸は南北方向を指向し、断面形態は皿状を

里する。検出長7.48m、 上場幅0.26～ 0.53m、 深さ 1～ 13cmを測る。溝床は北から南に7.2cmの

比高差を測る。埋土は灰褐色上の単一層の堆積である。遺物は土師器の小片が僅かに出土する。

時期 :時期決定しうる遺物に乏 しく、埋土から中世としか判らない。

W一 E H.29.90m

_4_

H.29,90m

W― E H.29.90m

1,灰褐自土

W一 E

図33図 SD3測 量図

H.29,90m

(S=1:40)
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調査の概要

3)性 格不明遺構

SXl(第 34図 )

調査区中央部 E・ 5区 に位置する。平面形態は不整形、断面形態はレンズ状を呈する。規模は長軸

2.74m、 短軸 1,43m、 深さ18cmを測る。埋上は灰褐色上である。遺物は須恵器片に混 じり、土師

器の邦・皿・釜、瓦質の釜が出土する。

出土遺物 (第 35図、図版 13)

46～48は郷である。46イよ底部に回転糸切 り後の板圧痕が残る。47は平底の底部から外傾して立ち

上がる。48は 内湾気味に立ち上が り、日縁端部は丸 くおさまる。49～ 52は土釜である。49イま口縁部

に断面下膨れの三角形状の凸帯が巡る。50は 口縁部に断面台形状の貼付凸帯が巡る。51は 日縁端部

よりやや下方に断面台形状の貼付凸帯が巡 り、日縁端部は平らな面をなす。52は底部端に脚が貼 り

付 く。53は鉢である。外反する日縁部の端部は上方にややのびる。

時期 :出上した遺物の特徴から13～ 14世紀代 とする。

1灰掲色土
2灰褐色土
3灰褐色土

(砂質傾向)

(砂質傾向)(1～ 3mm大の黄色の斑紋が混じる)

(粘性が強い)(1～ 3mm大の黄色の斑紋が混じる)

H2980m

第34図  SXl測 量図
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遺構と遺物

~~~眸
49

洋 50

0                10cm

(S■ 113)

第35図 S Xl出土遺物実測図

SX2(第 36図 )

調査区北側のB～ D・ 4～ 6区に位置する。SDlを切り、SK3・ 6。 15。 現代坑に切られ全

容は不明であるが、平面形態は不整楕円形を呈するものと推測する。断面形態は皿状を皇する。規模

は長軸10,42m、 短軸4.5m、 深さ30cmを測る。埋上は灰褐色土である。遺物は基底面より浮いた

状態で須恵器片に混じり土師器のイ・皿 ,釜が出土する。

出土遺物 (第36図、図版 13)

54～ 56はイである。平底の底部は回転糸切り後の板圧痕が残る。5らは外反する日縁部をもつ。56

は平底の底部より外傾して立ち上がる.。 57は土釜の脚部で、1断面形が楕円形の脚部である。

時期 :出上し.た遺物の特徴から13～ 14世紀代とする。
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調査の概要

IW一 E                   2  H・ 30,OO鵬

∵匙旦昼坐勢
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Ｏ

２

７５

‐凪
唸
○

―
＼  |二正三″

.56

0             10cm

(S=1:3)

第36図 SX2測 量図・出土遺物実測図
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遺構 と遺物

SX3(第 37図 )

調査区南東部D～ F。 5～ 6区 に位置す

る。平面形態は不整形、断面形態はレンズ状

を呈する。規模は長軸5.41m、 短軸 1.75m、

深さ19cmを測る。埋土は灰褐色上である。

遺物は土師器の杯・釜が出土する。

出土遺物 (第37図 )

58・ 59は郵である。58は内湾気味の口縁

部に端部は丸くおさまる。59は 外傾する口

縁部。60は土釜の脚部で、断面形が楕円形

の脚部。

時期 :出上した遺物の特徴から中世とする。

く【「
~~~~~~~―一―

十
~~~~~――――「

,ケを8

雨 面

「

M9

―
(こ二)

H2980m

H.29.80m

1灰掲色土 (1～ 3mmの黄色の斑紋が混じる)

2.灰褐色土

第37図  SX3測 量図・出土遺物実測図

(S=1,3)
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調査の概要

柱穴出土遺物 (第38図、図版 13・ 14)

61・ 62は椀である。6Hよ底部に断面三角形状の貼付高台をもつ。62は 日縁端部は丸 くおさまる。

63は邦で、平底の底部 より外傾 して立ち上がる。64は皿である。平底の底部 より内湾 して立ち上が

り、 日縁端部は丸 くおさまる。65・ 66は土釜である。65は内湾 して立ち上が り、日縁端部 よりやや

下方 に断面台形状の貼付凸帯が巡 る。66は底部端に断面円形の脚が貼 り付 く。67は重の底部で、平

底の底部 より大 きく外反 して立ち上がる。内面にハケ、外面 にナデがある。

＼辺 I立 !
＼  う

と1

くこ正三正三I重三二≡チラダ64

彼 ;

0         10cm

(S=1:4)

0           10cm

(S=1:3)

第38図 柱穴出土遺物実測図

第 IV層出土遺物 (第39図、図版 14)

68～ 70は蓋郵である。68は天丼部と日縁部の境に稜をもち、日縁端部に内傾する面をなす。69は

邦蓋である。天丼部 と口縁部の境に稜をもつ。701ま天丼部は平らで、日縁端部よりやや下方にのび

るかえりをもつ。71～73は邪身である。711ま 口縁端部に段を有する。73は水平に受部を持つ。74

は薩である。上胴部に円孔と波状文、その下に凹線が施される。75は高郵の脚部である。大きく外

反する脚裾端部は下方に肥厚される。76,771ま 邪である。76は 日縁端部付近がやや内湾する。77は

底部に回転糸切 り後の板圧痕が残る。78は高邦である。79～ 82は土釜である。79～8Hま 口縁部に

断面下膨れの三角形状の貼付凸帯が巡る。82は 日縁端部 より下方に断面台形状の貼付凸帯が巡 り、

日縁端部は平らな面をなす。83は 甕である。内湾する胴部内面にナデ、外面にタタキが施される。

亀山焼。
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遺構と遺物

す

壽=≡≡碧    予ψ

第39図 第Ⅳ層出土遺物実測図

 ヽ83

69                             70

75

＼』 =∀ ＼
,

(S=1:3)
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調査の概要

4区の調査

第V層上面にて溝 2条、柱穴 1基を検出した。

1)溝

SD5(第 40図 )

調査区北側の B・ H区 に位置し、東西端は調査区外

に延びる。主軸は東西方向を指向し、断面形態は皿状を

呈する。規模は検出長0,78m、 上場幅2.04～ 2.25m、

深さ9～ 15cmを 測る。埋土は黒褐色上である。遺物は

須恵器の邦身・高郵・壺が出土する。

出土遺物 (第40図 )

84は 壼の日縁部である。外傾する日縁部の端部付近

は肥厚される。85は lTX身である。やや外上方にのびる

受部はやや凹む。86は 高邦の脚部である。大きく外反

する脚裾部の端部は下方にのびる。

時期 :出 上した遺物の特徴から7～ 8世紀代とする。

SD6(第 41図 )

調査区南側のDoH区 に位置し、東西端は調査区外

に延びる。主軸は東西方向を指向し、断面形態はレンズ

状を呈する。規模は検出長0,94m、 上場幅0.92～ 0,97

m、 深さ2～ 8cmを 測る。埋土は黒褐色上である。遺

物は土師器・須恵器の小片が僅かに出土する。

時期 :出 上した遺物から古墳時代としか判らない。

SP5出土遺物 (第42図、図版 14)

87は 凹基式の打製石鏃である。長 さ1.8cm、 幅

1.5cm、 厚み0.35cm、 重量0,726gを 測る。サヌカイ

ト製。

1 黒褐色土

0           1m

(S=1:40)

0             10cm

(S=1:3)

第40図  SD5測 量図・出土遺物実測図

(S=1:1)

第42図  SP5出 土遺物実測図
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第41図  SD6測 量図
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遺構 と遺物

5区の調査

第V層上面にて溝 2条、柱穴 3基を検出した。

1)溝

SD7 (第 43図 )

調査区南側の B・ 9区に位置し、東西は調査区外に延びる。主軸は北東から南西方向を指向し、断

面形態は皿状を呈する。規模は検出長1.24m、 上場幅2.62～ 3.29m、 深さ15～ 37cmを 測る。埋土

は黒褐色上である。遺物は土師器の不身・高郷・手捏ね土器、須恵器の高郷・甕・提瓶、鉄器が出土

する。

出土遺物 (第43・ 44図、図版 14)

88は邪である。平底で底部端に丸みをもち、外傾気味に立ち上がる。89は椀の底部で、断面三角

形状の貼付高台がつ く。90は高杯の脚部で、裾部は外方にのび端部は丸 くおさまる。91は手捏ね土

器で断面形が 「U」 字状を呈し、内外面はナデがある。92・ 981ま甕の日縁部である。92は大 きく外

反する日縁部の外面に凸帯が 1条巡る。93は外反する日縁部の外面に沈線 1条 と凸帯が 1条巡る。

94は提瓶である。円形の胴部、肩部に把手がつ く。95は 高邦の脚部で透かしをもつ脚端部は肥厚さ

れる。96は釘で上下部が欠失 している。直線的に延びてお り、その断面は長方形である。長 さ

50mm、 幅 5mm、 厚み3.5mm、 重さ2.76gを 測る。

時期 :出上した遺物の特徴から7世紀代とする。

NW― SE H2990m

夕
   釣

1黒褐色土

第43図  SD7測 量図・出土遺物実測図(1)

0             10cm

(S=1:3)
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第44図  SD7出 土遺物実測図(2)
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SD8(第 45図 )

調査区南側の C・ 9区 に位置 し、東西は調

査区外に延びる。主軸は北東か ら南西方向を

指向し、断面形態はレンズ状を呈する。規模

は検出長 1.2m、 上場幅 1.5～ 2.3m、 深さ

12～ 23cmを 測る。埋土は灰褐色上である。

遺物は須恵器片に混じり、土師器の甕・鉄器

が出土する。

出土遺物 (第45図、図版 14)

97は甕の回頸部で、「く」字状を呈する。

98は鉄滓で長さ4.Ocm、 幅 3.5cm、 厚 さ

1,3cm、 重さ16.3gを 韻Jる 。

時期 :出上した遺物の特徴から5～ 6世紀代

とする。

調査の概要

7~預 3

」IB95

0            10cm

(S=1:3)

0        4cm

ー

(S=1:2)
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＝
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Ｈ
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■
1灰褐色土

＼
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ご
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4cm

―

(S=1:2)
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第45図  SD8測 量図・出土遺物実測図



第 4章 調査のまとめ

今回の調査では、古墳時代から中世における遺物包含層の堆積 と、古墳時代から中世にかけての集

落関連遺構や遺物を確認することができ、同時代における北久米地区の集落の一部が明らかとなつた。

土  層

北久米遺跡 3次調査地は来住台地の微高地上に立地している。現地表面は造成地であり、近現代の

農耕に伴う削平や造成時の掘削により包合層や遺構の遺存状況は良 くない。遺構検出面である第V層

は、僅かに北から南へ傾斜がみられる。また、古墳時代から中世における包合層の堆積を検出してい

る。

古墳時代

SK2・ 3・ 5・ 6・ 8・ 9。 12、 SDl・ 4・ 6・ 8がある。 SK8や SK9は 削平を受けて

お り全容は不明であるが、形状や規模などから小型の竪穴遺構の可能性をもつ。SDlは 屈曲部を伴

う濤で、掘 り方がしっか りしてお り、埋上が単一層で砂層の堆積を含んでいないことから、水利に伴

うものではなく、集落内の区画に伴う施設と考えられる。

古墳～古代

SKl・ 10、 SD2・ 5がある。SD2は 、 SDlよ り新 しい段階の清であるが、この清も埋土

から集落内の区画に伴う濤と考えられる。東西方向を指向するSD5と 、やや北東方向から南西方向

を指向するSD7は 、方向や位置関係などから、同一の溝のつなが りと考えられ、古墳時代から継続

して本調査地周辺に古代集落が存在していたことが窺える。

中  世

SK4・ 7・ H。 13・ 14、 SD3が ある。 SX2は 南北に長い不整形の掘 り込みであるが、現段

階ではどの様な性格をもつ施設か不明である。

SX3は平面形態がL字形の様相を示しており、その基底面に直線的に延びる細くて深い濤を伴つ

ている。この浦は仕切り等の施設とも考えられる。南西に位置する北久米遺跡2次調査地では13～

15世紀の区画溝を伴う集落関連遺構が見つかつており、中世集落が調査地周辺に展開されているこ

とが半Jる 。

今後の整理では、福音小学校構内遺跡と北久米浄蓮寺遺跡の両集落との中間地点に存在する本遺閉

の役割を解明する必要がある。
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遺構一覧

遺橋・遺物 ―凡例 ―

(1)以下の表は遺構・遺物の計測値及び観察一覧である。

(2)遺物観察表の各記載について。

法 量 欄 ( ):復元推定値

形態・施文欄 :土器の各部位名称を略記。

例)底→底部

胎土・焼成欄 :胎土欄では混和剤を略記 した。

例)砂→ 砂 粒 、 長 → 長石、 石→石英、密→精 製土、 金 → 金雲母 、

チャ→チャー ト

()内 数値 は混和剤粒子の大 きさを示す。 (単位 imm)

焼成欄の略記 について。◎→良好、○→良、△→不良。

表 2 土坑一覧 (1)

表 1 溝一覧

清

(SD)
地 区 断面形

規  模 (m)

長さ×幅×深さ
方  向 埋  土 出土遺物 時  期 備 考

1 C～ F・ 3～ 6 逆台形状 22.40+α×0.37～ 1.65× 0.07～ 042 北東～南西 黒掲色土
器

器

師

恵

土

須
7C前半

現 代 坑 に切 られ る。S K14
S× 2‐ SD2に 切 られ る。
調 査 区外 に延 び る。

2 D・ 3～ 6 llll状 1575+α ×0.37～ 075× 002～ 02ユ 東 ～ 西 黒褐色土
器

器

師

恵

土

須
7～ 8C

SDl,3に 切られる。

調査区外に延びる。

3 C～ E・ 3 皿 状 7.48× 0.26～ 0。 開×0,01～ 013 南 ～ 北 灰褐色土 土 師 器 中  世 SD2を 切 る。

4 F・ 4 レンズ状 0,76+α X0 26～ 032× 004～ 007 東 ～ 西 黒褐色土 土 師 器 古  墳
現 代 坑 に切 られ る。
S K12を 切 る。
調 査 区外 に延 び る。

5 B・ 1土 皿 状 078+α ×2.M～ 225× 009～ 015 東 ～ 西 黒褐色土 須 恵 器 7～ 8C 調査区外に延びる。

D・ 11 レンズ‖犬 0.弘 十α×0.92～ 0,97× 0.02～ 0.08 東 ～ 西 黒褐色土
器

器

師

恵

土

須
古  墳 調査区外に延びる。

7 B・ 9 皿  状 124+α×262～ 329× 015～ 0.37 北東～南西 黒褐色土
器
器
器

師
恵

土
須
鉄

7 C 調査区外に延びる。

8 C・ 9 レンズ状 1.20+α×1.50～2.33× 0.12～ 0.23 北東～南西 灰褐色土
器
器
器

師
恵

土
須
鉄

5～ 6C 調査区外に延びる。

土坑

(SK)
地 区 平面形 断面形

規  模 (m)

長さ(長径)×幅 (短径)× 深さ

床面積

(ド )

埋  土 出土遺物 時  期 備 考

1 B  5 楕円形 皿  状 153× l15× 011 5.47
オリーブ

掲 色 土

器

器

師

恵

土

須
7～ 8C SK2・ 5を切る。

2
A～ B.

5～ 6

不 整

楕円形
皿  状 368× 2.90+α ×013 9.48+α 黒 色 土

器

器

師

恵

土

須
6C初 頭

SK1 5に 切られる。

調査区外に延びる。

3
B
4～ 5

楕円形 皿  状 372+α ×1.92+α×0.12 6.34→―α 黒 色 土
器

器

師

恵

土

須
6C中頃

SK5現 代 坑 に切 られ る。
SX2を 切 る。
調 査 区外 に延 び る。

4 A・ 6 方 形 皿  状 234+α ×0.80+α ×0.08 1.46+tx 灰褐色土 土 師 器 中  世 調査区外に延びる。

5 B・ 5 楕円形 皿  状 105× 0,79× 007 0,64→―α 黒褐色土 土 師 器 古  墳
SK上 に切られる。

SK2・ 3を切る。

6
B～ C
5～ 6

楕円形 レンズ状 1.45× 1.05+α×0.16 1.17+tx 黒 色 土 須 恵 器 6C前半 SX2に 切 られる。

7 C 5 楕円形 レンズ状 143× 1.36× 01 1.43 暗褐色土 土 師 器 中   世 SX2の 基底面より検出。
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土坑

(SK)
地 区 平面形 断面形

規  模 (m)

長さ(長径)×幅 (短径)×深さ

床面積

(∬ )

埋 土 出土遺物 時  期 備 考

F 5 隅丸方形 皿  状 362× 280+α×0.12 626+α 黒褐色土
器

器

師

恵

土

須
古 墳

S Kllに 切られる。

調査区外に延びる。

C～ D
4～ 5

隅丸方形 皿  状 3.50× 3.0× 0,X7 9 40 黒褐色土
器

器

師

恵

土

須
6C中 頃 SX2の基底面より検出。

E・ 4 隅九方形 皿  状 0,85× 048× 015 0.51 暗褐色土
器

器

師

恵

土

須
古 代 末 S K12を 切る。

11
E～ F

5

不 整

楕円形
皿  状 4.88× 1.95+α ×022 8.97+cL 黒褐色土

器

器

師

恵

土

須
13～ 14C 現代坑に切られる。

SK8を切る。

E～ F

4～ 5

不 整

楕円形
逆台形状 356× 1.64+α ×0.34 5,79+α 黒 色 土

器

器

師

恵

土

須
6C前半

S K10 SD4 現代坑に

切られる。

E・ 4 楕円形 逆台形状 l.77× 150× 0.21 2.08 灰褐色土 土 師 器 13～ 14C

D 3 楕円形 皿  状 1.32+α ×0,70× 007 0.雅 +α 灰掲色土 ナ 中 世 SD 1を切る。

15 D 5 長方形 皿  状 1.90× 0,98× 020 0.45+α 灰褐色土 ナ 中 世 SX2を切る。

土坑一覧

遺物観察表

表 3 性格不明遺構一覧

性格不

明遺構
(SX)

地 区 平面形 断面形
規  模 (m)

長さ(長径)×幅 (短径)×深さ

床面積

(活 )

埋  上 出土遺物 時  期 備 考

1 E  5 不整形 レンズ状 2.74+α ×1.43× 018 3.88+α 灰褐色土
器
器
質

師
恵

土
須
瓦

13～ 14C

2
B～ D
4～ 6

不 整

楕円形
皿  状 10.42× 450+tx× 0.30 11,16+α 灰褐色土

器

器

師

恵

土

須
13～ 14C

現代 坑 に切 られ る。
SK3‐ 615に 切 られ る。
SDlを 切 る。

3
D～ F
5～ 6

不整形 レンズ状 5,41× 1,75+α ×0,19 849+α 灰褐色土 土 師 器 中 世 調査区外に延びる。

表 4 2区 第Ⅳ層出土遺物観察表 (上製品 )

番号 器 種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調 整 (外面 )

色調
(内面 )

土

成

胎

焼
備 考 図 版

面 内 面

l 醒 残高 上胴部に凹線が 1条巡る。
回転ナデ

回転ヘラケズリ
回転ナデ

灰オリーブ色

灰白色

密

◎

表 5 3区 SK2出 土遺物観察表 (土製品 )

番 号 器 種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

胎

焼

土

成
備考 図版

外 面 内  面

2 奏
口径 (19,0)

残高  4.4 「くJ字状の口縁部。 ヨコナデ ヨコナデ
橙色

にぶい責橙色

石・長 (1)

◎

3 甕
口径 (25.1)
残高  32

外反する口縁部に端面は平らな面
をなす。

ヨコナデ

マメツ

ヨコナデ

マメツ

橙色・明褐色

橙色

石 長 (1)

○
黒 斑

4 不 蓋 残高  31 丸みをもつ天丼都と、回縁部の境
に稜をもち、日縁部は垂下する。

回転ヘラケズリ

ナデ

回転ナデ

回転 ナ デ
灰色

青灰色

石 (1～ 2)

◎

5 杯身
回径 (11.0)
残高  3.15

受部に凹みをもち、口縁部端に段
を有する。

回転ナデ

回転ヘラケズリ
→ナデ

回転ナデ
灰色

灰色

密

長 (1)

◎

6 杯 身 残 高
受部がやや凹み、立ち上がりは内

傾する。

回転ナデ

回転ヘラケズリ
回転 ナ デ

灰色

灰色

密

○
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表 6 3区 SK3出 土遺物観察表 (土製品)

番 号 器 種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面 )

色調
(内面 )

生

成

胎

焼
備 考 図 版

外   面 内  面

7 ネ蓋
宏位
昔画

口
残

(13.4)

4 95

天丼部と口縁部の境に緩やかな稜
をなす。

回転ヘラケズリ

回転ナデ
回転ナデ

灰 白色

灰 白色

密

石 (1～ 3)

△

8 杯 身
受部径 (111)

残高  2.3
外上方にのびる受部に、内傾する

立ち上が りをもつ。

回転ナデ

回転ヘラケズリ
回転ナデ

灰色

灰色

細粒

○

遺物観察表

表 7 3区 SK6出 土遺物観察表 (上製品)

番号 器 種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 支
調   整 (外面 )

色調
(内面 )

生

成

胎

焼
備考 図 版

外   面 内   面

9 不蓋 残高  27 平らな天丼部は、口縁部との境に

稜をもち、口縁部は垂下する。

回転ヘラケズリ

回転ナデ

回転ナデ

ナデ

青灰色

青灰色

石 (1～ 2)

長 (1)

◎

表 8 3区 SK9出 土遺物観察表 (上製品)

番 号 器 種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 支
調   整 (外面 )

色調
(内面 )

生

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内   面

芥 身 残高  4,9 外方にのびる受部に、立ち上がり
は内傾する。

回転ナデ

回転ヘラケズリ

回転ナデ

ナデ
灰色

灰色

石 (1)

◎

11 高杯
底径  (97)
残高  2.2 脚据部は台形状に肥厚される。 回転ナデ 回転 ナ デ

暗灰色

灰色

長 (1～ 3)

◎

甕
径

高

口

残
(41.3)

6.9

外反する日縁部外面に2条の凹線
とその上に波状文が 2段施される

回転ナデ 回転ナデ
灰色

灰色

密

◎
自然釉 12

表 9 3区 S K12出 土遺物観察表 (土製品)

番 号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調   整 (外面 )

色調
(内面 )

土

戊

胎

焼
備 考 図 版

外  面 内   面

13 養
径

高
口
残

(196)

6.1

「く」字状の口縁部の外面上部に

不揃いな刺突文が施される。

ヨヨナデ
ハケ6～ 6本/cm)

ヨヨナデ

ハケ

マメツ

橙色

橙色 ,赤掲色

石 長 (1～ 3)

チャ

◎

甕
径

高
口
残

(179)
3,7

外傾する口縁部の端部は九くおさ

まる。
マメツ マメツ

灰褐色

茶褐色

石 長 (1)

◎
黒 斑

15 甑 残高 62 外上方にのびる把手。
ナデ

マメツ
ナ デ

にぶい赤褐色

赤褐色

石・長 (1)

◎

杯 蓋
捩仕
古向

回
残

(14.6)

49

やや丸味をもつ天丼部と、口縁部
の境に稜をもち、口縁部はこ下す
る。

回転ヘラケズリ

回転ナデ
回転ナデ

灰白色

仄責色

細粒

○

杯身
回径 (11.0)

残高  2.9
受部は外上方にのび、口縁端部に

段を有する。
回転ナデ 回転ナデ

青灰色

青灰色

石 (1)

◎

杯 身
径

高
口
残

(■ .9)

4 15

立ち上がりはやや内傾 し、国縁端

部内面に沈線が巡る。

回転ナデ

回転ヘラケズリ
回転ナデ

灰色

灰色

密

○

不 身
径

高
口
残

(122)
3 45

立ち上がりはやや内傾し、口縁端

部は内傾する面をなす。

回転ナデ

回転ヘラケズリ
回転ナデ

灰色

仄色

密

長 (3)

◎

杯身
径

高
口
残

(105)
52

水平 にのびる受部から、内傾する
立ち上が りをもち、端部は九 くお
さまる。
内面の底部にヘラ記号状の線刻。

回転ナデ

回転ヘラケズリ
回転 ナ デ

灰色

灰色

石・長 (1～ 2)

◎
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表 12 3区 S K10出 土遺物観察表 (土製品 )

表14 3区 S Kll出 土遺物観察表 (上製品)

遺物観察表

表10 3区 SDl出 土遺物観察表 (土製品 )

番 号 器 種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

生

成

胎

焼
備 考 図 版

外   面 内   面

ネ蓋

ロイ垂  7.65
つまみ径 21
つまみ高 10
器高  3.25

天丼部につまみを有し、日縁部内

側のかえりが接地する。

ナデ

回転ヘラケズリ

回転ナデ

回転ナデ
灰色

責灰色

密 長 (1)

◎
自然釉

杯蓋
径

高
口
残

(12.4)

1.15

低く平らな天丼部に、口縁端部と

内面のかえりが接地する。

回転ヘラケズリ

回転ナデ
回転ナデ

色

色

灰

灰
細粒

○

杯 身 残高  3.4 外上方にのびる受部は凹む。
回転ナデ

回転ヘラケズリ
回転ナデ

暗灰色

暗灰色

密

◎

杯身 残高  36 外上方にのびる受部は緩やかに凹
み、立ち上がりは内傾する。

回転ナデ

回転ヘラケズリ

回転ナデ

ナデ
灰色

灰色

密

◎

高ネ 残高  6,3 外傾する脚部。
ナデ

マメツ

ナデ

マメツ

灰白色

灰白色

石 (2)

△

甦 残高  2.7
上月同部に円了しがみられ、肩部に凹

線が一条巡る。
回転ナデ 回転 ナ デ

灰色 す暗灰色

灰色

密

◎
自然釉

甕
径

高

頸

残
(25 7)

7 65

緩やかに外反する顕部に、大きく

外反する口縁部をもつ。
回転 ナ デ 回転ナデ

灰オリーブ色

灰オリーブ色

密

◎

表11 3区 SD2出 土遺物観察表 (土製品 )

番 号 器 種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 支
調  整 (外面)

色調
(内面 )

土

成

胎

焼
備 考 図版

外   面 内   面

高郭 残高  46 脚上部内面にケズリがみられる。 マメツ
マメツ

ケズリ

淡灰褐色

淡灰掲色

石 長 (1)

金

◎

高杯
底径  (90)
残高  435 脚部に3方向の透かし。

回転ナデ

カキロ
回転ナデ

色

色

灰

灰

密

◎
自然釉

番 号 器 種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面 )

土

成

胎

焼
備考 図版

外   面 内   面

郭

径

高

径

口
器

底

(14,9)

4 75

6.3

円盤高台の底部に回転糸切 り痕が

みられる。
回転ナデ 回転 ナ デ

乳褐色

乳褐色

石 長 (1)

金

◎

表13 3区 SKl出 土遺物観察表 (土製品 )

番 号 器 種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 支
調  整 (外面 )

色調
(内 面 )

土

成

胎

焼
備 考 図版

外   面 内   面

杯
径
一局

口
残

(12.動

2.6

内湾気味に立ち上がり、口縁端都
は九くおさまる。

ナ デ ナ デ
色

色

砂

◎

土 釜
径

高
口
残

G30
41

内湾する口縁部に、下膨れの断面

形が三角形状の貼付凸帯が巡る。

ヨコナデ

ナデ

ヨコナデ

ナデ

黒色

灰責褐色

石・長 (1～ 4)

◎

番 号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面 )

色調
(内面 )

生

成

胎

焼
備 考 図 版

外   面 内   面

郭

径

高

径

口
器

底

平底の底部から外傾して立ち上が

る。

ヨコナデ

マメツ
ヨコナデ

浅黄橙色

浅責橙色

細粒

◎
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番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面 )

色調
(内面 )

生

成

胎

焼
備考 図版

外   面 内   面

14N

径
高

径

口
器

底

(■ .7)

3.15

7.0

やや上げ底気味の底部から外傾し

て立ち上がる。

ヨコナデ

⑥回転糸切り

ヨコナデ

ナデ

灰責褐色

灰責褐色

密

◎

皿

径

高

径

口
器

底

(93)
2.0

(6.5)

平底の底部から外傾 して立ち上が

る。

ヨコナデ

⑮回転糸切り
ヨコナデ

灰責褐色

責灰色

細粒

○
煤付着

鉢
径

高

底

残
(89)
56

平底の底部から内湾気味に立ち上

がる。

マメツ

⑥回転糸切り
回転ナデ

暗灰黄色

責灰色

石(1)

○

土 釜
径

高
口
残

900
4.2

内傾する回縁部に断面三角形状の

貼付凸帯が巡る。

ヨコナデ

ナデ

ヨコナデ
→ナデ

にぶい掲色

にぶい掲色

石 長 (1～ 4)

◎

土 釜 残高  85 断面形】犬が円形の脚部である。
ナデ

指頭痕
ナ デ

責灰色

灰色

石 長 (1～ 4)

◎

土 釜 残高   10.05 断面形状が円形の脚部である。 ナ デ ナ デ
暗仄色

灰色

石 (1～ 5)

○

こね鉢
口径 (32.6)
残高  5,4

外傾する口縁部の端部は_L方 に肥

厚される。
回転ナデ 回転ナデ

色

色

灰

灰

密

長 (3)

◎

3区 S Kll出土遺物観察表 (土製品)

表17 3区 SXl出 土遺物観察表 (土製品)

遺物観察表

表15 3区 S Kll出土遺物観察表 (鉄製品)

番 号 器 種 残 存
法 皇里

偏 考 図 版

長 さ(cm) 幅 (cm) 厚 さ (cm) 重 さ(g)

盤 約 1/3 5.45 6 15 26 902

表16 3区 S K13出土遺物観察表 (土製品)

番 号 器 種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調   整 (外面 )

色調
(内面 )

土

戊

胎

焼
備考 図版

外  面 内   面

郭

径

高

径

口

器

底

(13.0)

3.2

(8,7)

平底の底部から内湾気味に立ち上

がり、口縁端部は九くおさまる。
マメツ マメツ

灰白色

灰白色

石・長 (1)

○

杯
径

高
口
残

(12.4)

3.0

外傾 して立ち上がり口縁端部付近

がやや内湾する。
ナ デ ナ デ

淡灰褐色

淡灰褐色

石・長 (1)

◎

郭
口径  (9.7)
残高  1.95 外傾する口縁部。 ヨコナデ ヨ コナ デ

淡黄灰色

淡責灰色

石。長 (1～ 4)

◎

琢
径

高

底

残
(5.3)

1,15

平底の底部から外傾 して立ち上が

る。
ナ デ

ミガキ

ナデ

淡褐色

淡褐色

石 長 (1)

金

◎

番 号 器 種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調   整 (外面 )

色調
(内面 )

生

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内   面

杯

口径 (121)
器高  38
底径  6.9

平底の底部は回転糸切 り後の板圧

痕が残 り、内湾気味に立ち上がる。

回転ナデ

⑥回転糸切り
マメツ

仄白色

灰白色

石 (1～ 3)

長 (1)

○

杯

径

高

径

口
器

底

平底の底部から外傾 して立ち上が

る。

ヨコナデ

ナデ

⑮回転糸切り

ヨコナデ

ナデ

浅責色

浅責色

綱粒

◎

不
径

高

口

残
(136)
2 25

内湾気味に立ち上が り、口縁端部
は九 くおさまる。

マメツ マメツ
灰白色

灰白色

石 (1)

○
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番号 器 種 法量 (cm) 形 態 。 施 文
調  整 (外面 )

色調
(内 面 )

土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内   面

土 釜
径

高
口
残

(22 4)

2 65
口縁部に下膨れの貼付凸帝が巡る

ヨコナデ

ナデ

ナデ

マメツ

灰黄色

灰責色

石 長 (1～ 4)

◎

上 金
口径 (20.0)

残高  2.2
口縁部に断面形が台形状の貼付凸

帯が巡る。

ヨコナデ

マメツ

ヨコナデ

ナデ

曙灰色

暗灰色

石 (1～ 4)

○

土 釜
口径 (232)
残高  48

回縁端部より下がつた位置に断面

形が台形状の貝占付凸帝が巡り、口

縁端部は平らな面をなす。

ヨコナデ

ナデ
ヨコナ デ

暗灰色

暗灰色

石 長 (1～ 2)

◎

土 釜 残高  6.0 底部端に脚が貼 り付 く。
ナデ

指オサエ

マメツ

ヨコナデ

褐灰色

掲仄色

石・長 (1～ 4)

◎
煤付着

鉢
口4垂  (308)
残高  4.8

外反する口縁部の端部は上方にや

やのびる。

ヨコナデ

ナデ

ハケ

ナ デ
黒灰色

黒灰色

石・長 (1)

金

◎

3区 SXl出 土遺物観察表 (土製品)

表20 3区柱穴出土遺物観察表 (土製品)

遺物観察表

表18 3区 SX2出 土遺物観察表 (上製品)

番 号 器 種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 支
調  整 (外面)

色調
(内 面)

生

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内   面

M イ

径

高

径

口
器

底

11 35

3 25

70

回転糸切 り後の板圧痕をもつ底部
から外反気味に立ち上が り、口縁

部付近は内湾する。

マメツ

⑥回転糸切り

マメツ

ヨコナデ

浅黄橙色

浅責橙色

密

○

郭
径

高
口
残

(118)
21 外傾する口縁部をもつ。 回転 ナ デ 回転ナデ

灰白色

灰白色

密

石 (3)

○

杯
底径  (6.0)
残高  ll

平底の底部より外傾 して立ち上が

る。

回転ナデ

⑥回転糸切り
ハケ

回転ナデ

ナデ

にぶい責橙色

にぶい黄橙色

密

○

土 釜 残高  6.2 断面形が楕円形の脚部である。
ナデ

マメツ
ナ デ

暗灰色

灰色

石 (1～ 5)

長 (2)

○

表19 3区 SX3出 土遺物観察表 (土製品 )

番 号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 支
調   整 (外面)

色調
(内 面)

土

戊

胎

焼
備考 図版

外  面 内   面

杯
径

高
口
残

(13.0
1.9

内湾気味の口縁部に端部は九くお

さまる。

ヨコナデ

ナデ

ヨヨナデ

ナデ

にぶい橙色

責仄色

密

○

郭
径

高
口
残

(12.2)

1,9
外傾する日縁部。

ヨコナデ
→ナデ

ヨコナデ
浅黄橙色

浅黄橙色

細粒

◎
黒 斑

土 釜 残高  7.0 断面形が楕円形の脚部。
ナデ

マメツ

にぶい橙色

黄灰色

石 (1～ 4)

長(1～ 3)

○

番 号 器種 法量 (cm) 形 態 。 施 文
調  整 (外面 )

色調
(内 面 )

生

成

胎

焼
備 考 図版

外  面 内   面

椀
径

高

底

残
(60)
1 45

底部に断面形が三角形状の貼付高

台をもつ。

ナデ

マメツ

ナデ

ハケ

乳黄白色

乳黄白色

砂

◎

椀
径

高
口
残

(15.4)

30
外傾 して立ち上が り、口縁端部は

九くおさまる。
ナ デ ナ デ

乳白色

乳白色

石・長 (1)

◎
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3区柱穴出土遺物観察表 (土製品 )

表21 3区第Ⅳ層出土遺物観察表 (土製品)

遺物観察表

番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 支
調  整 (外面 )

色調
(内 面 )

生

成

胎

焼
備 考 図 版

タト    雇三 内   面

郭
底径  (6.8)
残高  1.8

平底の底部より外傾 して立ち上が

る。

回転ナデ

Θ回転糸切り
回転ナデ

淡茶褐色

淡灰茶褐色

石・長 (1～ 3)

◎

皿

口径  6.7
器高  135
底径  4.7

平底の底部より内湾して立ち上が

り、口縁端部は九くおさまる。

回転ナデ

⑥回転糸切り
回転ナデ

灰白色

灰白色

石 (1)

○

土 釜
径

高
口
残

(128)
5.15

内湾して立ち上がり、口縁端都よ

りやや下がった位置に断面形が台

形状の貼付凸帯が巡る。

ナ デ ナ デ
黒色

灰色

石。長 (1～ 5)

◎
煤付着

土 釜 残高  7,7 底部端に断面形が円形の脚が貼 り

付く。
ナ デ ナ デ

淡茶褐色

灰色

石。長 (1～ 6)

◎
煤付着 14

霊

径

高

底

残
(6.0)

2.75

平底の底部より大きく外反して立

ち上がる。
ナ デ ハケ (4本/cm)

にぶい責橙色

黄灰色

石
金

◎

長 (1～ 3)

番 号 器種 法量 (cm) 形 態 。 施 文
調  整 (外面 )

色調
(内面 )

生

成

胎

焼
備 考 図 版

外  面 内   面

杯蓋
口径 (12.6)

残高  3.15
天丼部と口縁部の境に稜をもち、

口縁端部は内傾する面をなす。
回転ナデ マメツ

黒色

灰色

密

◎
自然釉

杯 蓋
径

高
口
残

(13.2)

3 85

丸味をおびた天丼部と、垂直に下

がる口縁部の境に稜をもつ。

回転ヘラケズリ

回転ナデ
回転ナデ

灰黄色

灰責色

密

石 (2.5)

○

杯蓋
径

高
口
残

(■ 4)

23
天丼部は平らで、口縁端部よりや
や下方にのびるかえりをもつ。

回転ヘラケズリ 回転 ナ デ
オリーブ灰色

灰色

密

◎
自然釉

杯身
径

高
口
残

(110)
1.3

内傾する口縁部の端部は段を有す

る。
回転 ナ デ 回転ナデ

色

色

灰

灰

密

◎

躍 杯 身
径

高
口
残

(11.3)

4.25

受部は水平方向にのび、やや凹む。
立ち上がりは垂直で回縁端部は内

傾する面をなす。

回転ナデ

回転ヘラケズリ
回転ナデ

色

色

灰

灰

石 (1)

○

杯 身
径

高
口
残

(X3.つ

3.9
水平方向にのびる受部をもつ。 回転ナデ 回転ナデ

灰色

灰白色

密

◎

馳 甦
径

高

顎

残

44
7 85

上胴部に円孔と波状文、その上下

に凹線が施される。

回転ナデ

ナデ
回転ナデ

灰白色

灰白色

密

○

高ネ
径

高

底

残
(9,動

2.6

大きく外反する脚裾部は下方に肥

厚される。

ナデ

マメツ

ヨヨナデ

マメツ

ナデ

浅責色

浅責色

細紅

◎

巧 杯
径

高
口
残

(10.0
1,9

外傾する口縁部の端部付近はやや

内湾する。

ヨコナデ
→ナデ

ヨヨナデ
淡責色

淡責色

密

◎

杯
底径  (6.8)
残高  21

平底の底部は回転糸切り後の板圧

痕が残る。

マメツ

⑥回転糸切り
ナ デ

淡責色

灰色

密

◎

高 杯 残高  355 不底部外面に脚部との接合痕が残
る。

マメツ

ナデ

ナデ

ヨヨナデ

にぶい橙色

橙色

石・長 (1～ 2)

◎

土 金
径

高
口
残

(20 4)

9.8

内傾 して立ち上が り、口縁部に断

面形が下膨れの三角形状の貼付凸

帯が巡る。

ヨコナデ

ナデ

指オサエ

ナ デ
黄灰色

黄灰色

石 長 (1～ 2)

◎
煤付着

土 釜
径

高
口
残

(210)
24

内傾する口縁部に断面形が下膨れ

の三角形状の貼付凸帯が巡る。
ヨコナデ ヨ コナ デ

暗灰黄色

灰黄色

石・長 (1～3)

◎
煤付着
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番 号 器 種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面 )

色調
(内 面 )

生

成

胎

焼
備 考 図 版

外   面 内   面

土釜
径

高
口
残

(24 6)

50
内傾する口縁部に、断面形が三角

形状の貼付凸帯が巡る。

ヨヨナデ

ナデ

指オサエ

ナ デ
黄灰色

責灰色

石 長 (1～ 2)

◎
煤付着

土釜
径

高
口
残

(19.1)

3.0

内傾する口縁部に、端部よりやや

下方に断面台形状の貼付凸帯が巡
る。

ヨヨナデ ナ デ
灰色

灰色

石 (1～ 2)

長 (1)

○

開 奏 残高  9.3
内湾する胴部に、外反する顕部を

もつ。 キ

４ア

タ

ナ

タ
ナ デ

仄色

青灰色

石 長 (1～ 2)

◎
14

3区第Ⅳ層出土遺物観察表 (土製品 )

遺物観察表

表22 4区 SD5出 土遺物観察表 (土製品)

番 号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調   整 (外面 )

色調
(内 面 )

土

成

胎

焼
備 考 図 版

タト    こ三 内   面

士望
口径 (12.5)
残高  47

外傾する口縁部の端部付近は肥厚

される。

マメツ

ヨコナデ

マメツ

ヨコナデ

色

色

褐

褐

白

白

石・長 (1)

○

杯身 残高  2,7
やや外上方にのびる受部は、やや

凹む。
マメツ マメツ

乳褐色

乳褐色

密

△

高14h
径

高

底

残
(120
1.85

大きく外反する脚裾部の端部は下

方にのびる。
回転ナデ 回転ナデ

灰色

仄色

密

◎

表23 4区 SP5出 土遺物観察表 (石製品)

番 号 器 種 残 存 初 質

法 旦
皇

備 考 図 版

長 さ(cm) 幅 (cm) 厚 さ(cm) 重 さ(g)

石  鏃 ほぼ完存 サヌカイト 15 0.726

表24 5区 SD7出 土遺物観察表 (土製品)

番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調   整 (外面 )

色調
(内面 )

生

成

胎

焼
備 考 図 版

外  面 内   面

不

径

高

径

口
器

底

(106)
4.0

曾 D

平底で底部端は九みをもち、外傾

気味に立ち上がる。
マメツ 回転 ナ デ

乳白色

乳白色

石 長 (1～ 2)

◎

椀
径

高

底

残
(54)
2.25

底部に断面形が九みをおびた三角

形状の貼付高台がつく。

ナデ

ハケ

ナデ
ハケ

乳灰黄色

乳責灰色

砂

◎
黒 斑

高郭
底径 (138)
残高  2.1

脚裾部は外方にのび、端部は九く

おさまる。
マメツ マメツ

橙茶色

橙茶色

密

◎

手捏ね

径

高

径

口
器

底
断面形が「U」 字状を呈する。 ナ デ ナ デ

橙褐色

橙褐色

石・長 (1～ 2)

金

◎

養 残高  5.2 大きく外反する日縁部の外面に凸

帝が一条巡る。
回転ナデ 回転ナデ

灰オリーブ色

灰責色

密

◎
自然釉

甕 残高  2.4 外反する口縁部の外面に沈線 l条
と凸帝 l条が巡る。

回転ナデ 回転ナデ
暗緑灰色

緑灰色

石 長 (1)

◎

% 堤瓶 残高  14.5 円形の胴部の肩部にす巴手がつく。
回転ナデ

回転ヘラケズリ
回転ナデ

灰色

青灰色

石(1～ 2)長 (1)

小礫

◎

高不
径

高

底

残
(13.4)

15
内傾 して立ち上がる脚部に透かし

が施され、端部は肥厚される。
回転ナデ 回転ナデ

明灰色

明仄色

密

◎
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4251 5区 SD7出 土遺物観察表 (鉄製品)

426 SttS,3出 土還物観察表 (土製品)

427 5区 SD3出土遺物観察表  (鉄製品)

遺柳 鰺 韓

番号 器    種 残    存
法 量

備 警 図版
長さ(cm) 幅 (em) 厚きt9n) 董さイ(o)

96 釘 上麟 5と 0 915 α35 2.76

器 羅 法量Ccm.) 形 態 ・ ぬ 女
調  整 釧紹

土
成

胎

焼 鰭 離
外. 面 内1  面

97 鶏 残高  l.6 Fく J報 ゆE薦談碑弱転 マメツ
ナデ
マゴツ

純
絶

て'景 (1)

金

◎

番号 器    穏 残    存
法 量

備 著 図版
長さ(cml 幅(cmD 厚さこれ 重さ(o)

98 鉄 1津 先1存 よう leゃ 31 14
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Ⅶ図茸食



写真図版データ

1.遺構は、主な状況については、4× 5判や6× 7判の自黒ネガフィルム・カラーリバーサルフィル

ムで撮影し、35mm判で補足している。一部の撮影には高所作業車を使用した。

使用機材 :

カメラ    トヨフィールド45A      レンズ  スーパーアンギュロン90mm他

アサヒペンタックス67          ペンタックス67 55mm他
ニコンニューFM 2            ズームニッコール28～85mm他

フィルム   自 黒 プラスXパ ン・ネオパンSS・ アクロス

カラー エクタクロームEPP o RDPⅢ

2.遺物は、4× 5判で撮影した。すべて白黒フィルムで撮影している。

使用機材 :

カメラ    トヨビユー45G

レンズ    ジンマーS240mm F5.6他

ス トロボ   コメット/CA32・ CB2400

スタンド等  トヨ無影撮影台 。ウエイ トスタンド101

フィルム   自黒 プラスXパン・ネオパンアクロス

3.単色図版は、白黒プリントを等倍で使用できるように焼き付けている。

使用機材 :

引伸機  ラッキー450MD・ 90MS

レンズ  エアレ・ニッコール185mm F5.6A・ 50mm F2.8N

印画紙  イルフォードマルチグレー ドⅣ RCペーパー

4.製版     写真図版175線

印刷     オフセット印刷

用紙     本文             マットカラーH Okg

写真図版           マットカラー135kg

製本     アジロ綴じ

【参考】『埋文写真研究』vol.1～ 13 『報告書制作ガイ ド』

[大西朋子]
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1.調査前風景 (南東より)

2.調査地全景 (西より)



図
版
　
二

1.1区検出状況 (東より)

2.1区完堀状況 (南より)



図
版
　
一二

1.2区 検出状況 (北より)

警
=コ

ロ″

―

  =″

2.2区完堀状況 (北より)



1.3区 表土掘削状況 (北束より)

悪 件

2.3区調査風景 (南東より)



図
版
　
五

浄

1.3区 西壁土層 (東より)
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2.3区遺橋検出状況 (南より)
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2.3区 S Dl・ SX2ベル ト土層 (西より)
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1.3区 S Dl遺初出土状況 (北より)
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2.3区 S Dl南西端ベル ト土層 (北束より)
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1.3区遺橋完堀状況 (北西より)



1,4区 遺橋検出状況 (南より)

2.4区遺橋完堀状況 (北より)
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1.5区遺構検出状況 (北東より)
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2.5区 S D7遺物出土状況 (北より)
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1.5区遺構完堀状況 (北より)
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1.3区 :S K3(7)、  S K9(12)、  S K12(15・ 16)、 S Dl(21)、  S K10(30)、 S Kl(32)出土遺物
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1.3区 :SKll(40・ 41)、  S Xl(51・ 53)、  SX2(54)、 柱穴 (64)出土遺物
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1.3区 :柱穴 (66)、 第Ⅳ層 (33)出土遺物
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